
長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　☆：午後のみ　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　★：第 3週のみ　◇：第1週休診　

△：10時から診療　※：第１・３・５週　内山 俊哉医師、第２・４週　脳外科医師（交替制）

平井一也（呼吸器）　吉池文明（呼吸器）
池田麻里子（呼吸器） 赤羽順平（呼吸器）

丸山隆久（循環器）
笠井俊夫（循環器）
神吉雄一（循環器）
町田圭介（循環器）

西井　裕（糖尿病・内分泌代謝疾患）
春日広一（糖尿病・内分泌代謝疾患）
伊藤　大（内分泌代謝疾患）
北原順一郎（内分泌代謝疾患）

掛川哲司（腎臓）
大學愛子（腎臓）

長谷部修（消化器・内視鏡）
原　悦雄（消化器・内視鏡）
越知泰英（消化器・内視鏡）
岩谷勇吾（消化器・内視鏡）
多田井敏治（消化器・内視鏡）
渡邉貴之（消化器・内視鏡）
山﨑智生（消化器・内視鏡）

宗像康博（消化器・食道・胃・大腸）
林　　賢（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
関　仁誌（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
高田　学（消化器）
佐近雅宏（消化器）
林原香織（外科）
町田水穂（外科）
成本壮一（外科・肝臓）
松村美穂（外科）
岡田正夫（外科）
大越　猛（外科）

松田　智（上肢・末梢神経）
南澤育雄（骨折・リウマチ性疾患・股膝関節）
中村　功（脊椎）
山田誠司（関節疾患）
藤澤多佳子（リウマチ）
新井秀希（骨・軟部腫瘍）
藍葉宗一郎（整形外科）

滝　建志（形成外科）
星野夕紀（形成外科）

村田　浩（皮膚悪性腫瘍）

竹前紀樹（脳腫瘍・脳血管障害・頭痛・三叉神経痛）
草野義和（脳血管障害・脳血管内手術・脳腫瘍）
兒玉邦彦（脳神経外科）
内山俊哉（脳神経外科）

加藤晴朗（悪性腫瘍手術・尿道・尿路再建術）
飯島和芳（悪性腫瘍・腹腔鏡手術）
小口智彦（泌尿器科一般・神経因性膀胱）
下島雄治（泌尿器科一般）
山岸　梓（泌尿器科一般）

村田　　浩

風間　淳（眼科）

野村　康（耳鼻いんこう科）
大塚明弘（耳鼻いんこう科）

酒井洋徳（口腔外科）
櫻井伸一（口腔外科）
横井　啓（口腔外科）
山本寛二（神経内科）
田澤浩一（神経内科）
中川道隆（神経内科）

森　　篤（悪性腫瘍）
飯高雅夫（婦人科）
西澤千津恵（不妊症）
山本さやか（婦人科）

坂口　治（救急科）　新谷りよう介（救急科）
森幸太郎（救急科）  片山延哉（救急科）

大道雅英（緩和ケア）

西村秀紀（呼吸器・乳腺・甲状腺）
小沢恵介（呼吸器・乳腺）
有村隆明（呼吸器・乳腺）
小林宣隆（呼吸器・乳腺）

橋田　巌（放射線治療）
酒井克也（放射線治療）
今井　迅（画像診断・ＩＶＲ）
渡邊智治（放射線診断）
岡島幸紀（放射線診断）

村田　　浩

坂口　　治 坂口　　治 新谷りよう介 坂口　　治 坂口　　治

◎大道　雅英 ◎☆大道　雅英 ◎☆大道　雅英

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○林原　香織

　高田　　学

－　　　

－　　　

○岡田　正夫

○成本　壮一

－　　　

－　　　

宗像　康博

○佐近　雅宏

－　　　

－　　　

○町田　水穂

◆宗像　康博

林　　　賢

－　　　

○松村　美穂

関　　仁誌

大越　　猛

－　　　

平井　一也
○吉池　文明

池田麻里子
○赤羽　順平

○平井　一也
－　　　

吉池　文明
赤羽　順平

○池田麻里子
－　　　

神吉　雄一
－　　　
－　　　

○西井　　裕
☆伊藤　　大
◇☆北原順一郎

☆春日　広一
－　　　
－　　　

西井　　裕
○伊藤　　大

－　　　

○春日　広一
○☆北原順一郎

－　　　

☆西井　　裕
－　　　
－　　　

○丸山　隆久
－　　　
－　　　

掛川　哲司
☆大學　愛子

○掛川　哲司
－　　　

○大學　愛子
－　　　

丸山　隆久
○笠井　俊夫
○☆町田　圭介

笠井　俊夫
○神吉　雄一

－　　　

○原　　悦雄
越知　泰英
○岩谷　勇吾
☆多田井敏治

渡邉　貴之
○山﨑　智生
小松　通治
－　　　

○長谷部　修
○越知　泰英

－　　　
－　　　

☆稲田　浩之
★宮林　千春
岩谷　勇吾
○多田井敏治

長谷部　修
原　　悦雄
○渡邉　貴之
☆山﨑　智生

○小林　宣隆

○小沢　恵介

○有村　隆明

西村　秀紀

○有村　隆明

○西村　秀紀

○西村　秀紀

交替制　　

○小沢　恵介

小林　宣隆

○藤澤多佳子
○中村　　功
○☆山田　誠司
松田　　智
南澤　育雄

加藤　晴朗
山岸　　梓
－　　　

加藤　晴朗
飯島　和芳
－　　　

飯島　和芳
山岸　　梓
－　　　

小口　智彦
下島　雄治
－　　　

小口　智彦
下島　雄治
◆加藤　晴朗

○滝　　建志
星野　夕紀

風間　　淳
－　　　

野村　　康
大塚　明弘

○酒井　洋徳
櫻井　伸一
山本　寛二
○中川　道隆

○西澤千津恵
佐近　普子
－　　　

森　　　篤
西澤千津恵
○山本さやか

飯高　雅夫
○佐近　普子

－　　　

森　　　篤
○飯高　雅夫
☆山本さやか

田澤　浩一
○中川　道隆

○山本　寛二
中川　道隆

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○横井　　啓
○☆酒井　洋徳

○酒井　洋徳
横井　　啓

○櫻井　伸一
☆酒井　洋徳

○櫻井　伸一
横井　　啓

野村　　康
大塚　明弘

酒井　克也 ○橋田　　巌 酒井　克也 休診

休診

休診

休診休診 休診

休診

休診

橋田　　巌

野村　　康
大塚　明弘

野村　　康
－　　　

大塚　明弘
－　　　

休診
休診

○森　　　篤
－　　　
－　　　

休診 休診 加藤　修明
休診

休診

風間　　淳
中村さち子

風間　　淳
黒川　　徹

風間　　淳
－　　　

風間　　淳
－　　　

○草野　義和
内山　俊哉

○草野　義和
竹前　紀樹

※○内山／脳外科
兒玉　邦彦

兒玉　邦彦
草野　義和
○脳外科医師

滝　　建志
○星野　夕紀

○滝　　建志
星野　夕紀

星野　夕紀
○滝　　建志

滝　　建志
○星野　夕紀

○新井　秀希
▲松田　　智
▲南澤　育雄

－　　　
－　　　

☆◆藍葉宗一郎
中村　　功
山田　誠司

○藤澤多佳子
○南澤　育雄

新井　秀希
○山田　誠司
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

－　　　

新井　秀希
藍葉宗一郎
○松田　　智
○藤澤多佳子

－　　　

住　　昌彦

診療科 月 火 水 木 金 専　門（常勤医）

血 液 内 科
青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
浅岡麻里（小児科一般）
内海雅史（小児科一般）
森田舞子（小児科一般）

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内分泌・代謝内科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

膠 原 病 外 来
救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こう 科

歯科・歯科口腔外科

外 科
消 化 器 外 科

脳 神 経 外 科
（脳血管内治療科）

放 射 線 治 療 科
放 射 線 診 断 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

○脳外科医師
（交替制につき、担当
日についてはお問い
合せ下さい。）

第２外来

第２外来

第２外来

第２外来
第２外来

長野市民病院
救急センター

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

8:30～17:30 担当医

お問い合わせ 地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院 ／病院機能評価認定病院／認定臨床研修病院／二次救急病院
〒381-8551 長野市富竹1333番地1

TEL.026-295-1291
http://www.hospital.nagano.nagano.jp/バックナンバーは当院ホームページでもご覧いただけます。

（19：00～翌6：00）長野市民病院・医師会 急病センター

公益財団法人
長野市保健医療公社

■発行人 ： 竹前紀樹    ■編　集 ： 長野市民病院広報委員会
たけまえ としき

長野市民病院 FAX.026-295-1148TEL.026-295-1199
長野市民病院

外来診療担当表は、４月１5日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～17：00）

内

　
　
　
　科

第57回 知っておきたい医療の知識

全身にも影響する
歯周病を予防しましょう。

がん治療とともに続く“ケア”

リンパ浮腫外来。

登録医紹介

小谷医院［長野市上松］

森田　舞子
浅岡　麻里
－　　　

内海　雅史
浅岡　麻里
－　　　

森田　舞子
青沼架佐賜
－　　　

内海　雅史
森田　舞子
－　　　

浅岡　麻里
青沼架佐賜
△内海　雅史

長野市民病院広報誌 2014年4月発行

医療法人 宮沢医院にて
写真左）宮沢医院 院長 長野市医師会長 宮澤 政彦 先生
写真右）長野市民病院 副院長 地域医療連携室長 長谷部 修

58
Vol.

ち　　　 い   き       か   ん       け   つ      が   た

「地域完結型」へ。
みんなで支え合うということ。

みんなで支え合うということ。

特  集Hospital Now.04



超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

「
2
0
2
5
年
問
題
」

　日
本
の
高
齢
化
は
、
世
界
に
類
を
見
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
2
0
2
5
年 

（1）
に
は
団
塊
の
世
代

の
す
べ
て
が
75
歳
以
上
の
年
齢
に
達
す
る

た
め
、
医
療
や
介
護
の
分
野
で
は
コ
ス
ト

（
費
用
）
の
大
幅
な
増
大
や
社
会
的
な
人
手

不
足
が
顕
著
に
な
り
、
現
行
の
社
会
保
障

制
度
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危

機
的
事
態
に
直
面
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
必
ず
し
も
医
療
費
の
増
大 

（2）

が
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
や
先
進
医
療
の

発
展
だ
け
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。
医
療
費
が
増
え
る
も
う
一

つ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
不
要
な
検
査

や
投
薬
に
よ
る
「
医
療
費
の
無
駄
」
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
背
景

に
あ
る
問
題
と
し
て
、「
医
療
資
源
活
用
の

非
効
率
性
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

大
き
な
総
合
病
院
に
患
者
が
集
中
す
る

「
大
病
院
志
向
」

　日
本
の
医
療
制
度
に
お
い
て
、「
国
民
皆

保
険
制
度
」
と
並
ん
で
特
徴
的
な
の
が
「
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
は
、
患
者
が
受
診
す
る
医
療
機
関
を

自
由
に
選
べ
る
制
度
の
こ
と
で
、
一
見
す

る
と
、
当
然
か
つ
最
良
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
医
学
的

知
識
を
十
分
に
持
た
な
い
一
般
の
方
が
、

自
分
の
病
状
に
合
っ
た
適
切
な
医
療
機
関

を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、「
ど
の
診
療
科
を
受
診
し
た
ら

よ
い
の
か
？
」
と
い
う
不
安
か
ら
、
多
く

の
診
療
科
を
揃
え
た
総
合
病
院
へ
受
診
を

希
望
す
る
人
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

医
療
機
能
の
誤
解
か
ら

無
駄
が
生
ま
れ
て
い
る
？

　急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
総
合
病
院
で

は
、
各
診
療
科
に
専
門
医
を
配
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
技
術

を
駆
使
し
て
、
主
と
し
て
重
症
な
患
者
の

治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
何
の
情
報
も
な
い
初
診
患

者
の
症
状
だ
け
を
一
か
ら
聞
い
て
、
検
査

を
し
、
そ
の
診
療
科
で
扱
え
る
病
状
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
別
の
診
療

科
を
受
診
し
て
再
度
検
査
を
行
う
と
い
う

「
た
ら
い
回
し
」
が
起
こ
る
可
能
性
も
否
め

ま
せ
ん
。
ま
た
、
病
院
に
勤
務
す
る
医
療

従
事
者
の
数 

（3）
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
患
者
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
疲

弊
し
て
し
ま
い
、
そ
の
一
人
一
人
に
十
分

な
診
療
を
行
え
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
医
療
機
関
と

患
者
の
双
方
に
と
っ
て
、
費
用
・
時
間
・

労
力
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
大
き
な

ロ
ス
（
損
失
）
と
な
っ
て
し
ま
う
ば
か
り

で
な
く
、
そ
う
し
て
い
る
間
に
本
来
対
象

と
す
る
べ
き
別
の
重
症
患
者
へ
の
対
応
が

遅
れ
、
そ
の
方
の
重
篤
な
症
状
を
見
逃
し

て
し
ま
う
危
険
性
ま
で
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

一
番
身
近
で
あ
な
た
の
健
康
を
支
え
る

「
か
か
り
つ
け
医
」

　こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
医
療
が
大
病

院
だ
け
で
完
結
す
る
と
い
う
考
え
方
に
は

誤
解
が
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源

の
中
で
最
適
な
治
療
を
受
け
る
に
は
、
患

者
と
病
院
と
を
繋
ぐ〝
橋
渡
し
役
〞の
存
在

が
不
可
欠
な
の
で
す
。
そ
の
役
割
を
果
た

す
の
が
地
域
の
「
か
か
り
つ
け
医 

（4）
」
で

す
。
か
か
り
つ
け
医
は
、
誰
よ
り
も
あ
な

た
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
言
え
る
町
の

お
医
者
さ
ん
で
す
。

　病
気
を
治
す
に
は
、
ま
ず
は
症
状
を
正

確
に
診
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
一
時
的

な
症
状
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
既
往

症
や
生
活
パ
タ
ー
ン
、
家
族
構
成
な
ど
、

患
者
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
把
握
し

て
い
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
や
そ
の
家
族
が
気

兼
ね
な
く
何
で
も
相
談
で
き
る
と
い
う
こ

と
も
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
引
き
出
す
上

で
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
か
か
り
つ
け
医

は
診
察
で
得
た
患
者
情
報
を
整
理
し
、
患

者
に
代
わ
っ
て
よ
り
正
確
な
病
状
を
病
院

へ
伝
え
る
（
紹
介
す
る
）
こ
と
で
、
最
適

な
治
療
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

人口構成が突出している、いわゆる「団塊の世代」の全員が後期高
齢者（75歳以上）となる2025年には、65歳以上の高齢者人口は
約3,500万人に達するとされている。これは、実に人口の４人に１人
が高齢者である計算になる。

（1）2025年問題
2025年には現行より、医療費は約1.5倍、後期高齢者医療費に関
しては約2倍以上に増えると予想されている。

（2）医療費の増大
具合が悪くなったとき、いつも診てくれるような、患者にとって一番身
近な地域の開業医。それぞれに専門を持つが、特に内科では、あらゆ
る症状を診る「総合診療」を行い、患者のさまざまな健康相談に応じ
てくれる。

（4）かかりつけ医

日本の国民医療費の推移 世代別に見た高齢者人口の推移

特  

集

（資料）2000年までは総務省統計局「国勢調査」、2005年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（平成14年1月推計）（資料）2009年度までは平成23年度「厚生労働白書」、2015年以降は「医療費等の将来見通し及び財政影響試算」厚生労働省保険局（平成22年10月25日）に基づき作成。
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国際的に見ても、日本の人口あたりの医師数や看護師数は決して
十分な数とは言えず、今後も大幅に増員される見込みもない。そのた
め、大病院などに患者が集中してしまうと、医療従事者への負担が
大きくなるばかりか、医療機関の運営自体に支障を来す恐れもある。

（3）医療従事者の人手不足

医師数・看護師数の国際比較（OECD諸国、2011年）

（注）臨床など医療関係に就業している医師、看護師が対象。国の並びは医師の多い順。表題以外の年次は、スウェーデン、オ
ランダ、日本の医師・看護師、フィンランドの看護師は2010年、デンマークの医師・看護師、ギリシャの看護師は2009年。

（資料）OECD Health Data 2013（June 2013）
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超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

「
2
0
2
5
年
問
題
」

　日
本
の
高
齢
化
は
、
世
界
に
類
を
見
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
2
0
2
5
年 

（1）
に
は
団
塊
の
世
代

の
す
べ
て
が
75
歳
以
上
の
年
齢
に
達
す
る

た
め
、
医
療
や
介
護
の
分
野
で
は
コ
ス
ト

（
費
用
）
の
大
幅
な
増
大
や
社
会
的
な
人
手

不
足
が
顕
著
に
な
り
、
現
行
の
社
会
保
障

制
度
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危

機
的
事
態
に
直
面
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
必
ず
し
も
医
療
費
の
増
大 

（2）

が
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
や
先
進
医
療
の

発
展
だ
け
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。
医
療
費
が
増
え
る
も
う
一

つ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
不
要
な
検
査

や
投
薬
に
よ
る
「
医
療
費
の
無
駄
」
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
背
景

に
あ
る
問
題
と
し
て
、「
医
療
資
源
活
用
の

非
効
率
性
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

大
き
な
総
合
病
院
に
患
者
が
集
中
す
る

「
大
病
院
志
向
」

　日
本
の
医
療
制
度
に
お
い
て
、「
国
民
皆

保
険
制
度
」
と
並
ん
で
特
徴
的
な
の
が
「
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
は
、
患
者
が
受
診
す
る
医
療
機
関
を

自
由
に
選
べ
る
制
度
の
こ
と
で
、
一
見
す

る
と
、
当
然
か
つ
最
良
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
医
学
的

知
識
を
十
分
に
持
た
な
い
一
般
の
方
が
、

自
分
の
病
状
に
合
っ
た
適
切
な
医
療
機
関

を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、「
ど
の
診
療
科
を
受
診
し
た
ら

よ
い
の
か
？
」
と
い
う
不
安
か
ら
、
多
く

の
診
療
科
を
揃
え
た
総
合
病
院
へ
受
診
を

希
望
す
る
人
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

医
療
機
能
の
誤
解
か
ら

無
駄
が
生
ま
れ
て
い
る
？

　急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
総
合
病
院
で

は
、
各
診
療
科
に
専
門
医
を
配
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
技
術

を
駆
使
し
て
、
主
と
し
て
重
症
な
患
者
の

治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
何
の
情
報
も
な
い
初
診
患

者
の
症
状
だ
け
を
一
か
ら
聞
い
て
、
検
査

を
し
、
そ
の
診
療
科
で
扱
え
る
病
状
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
別
の
診
療

科
を
受
診
し
て
再
度
検
査
を
行
う
と
い
う

「
た
ら
い
回
し
」
が
起
こ
る
可
能
性
も
否
め

ま
せ
ん
。
ま
た
、
病
院
に
勤
務
す
る
医
療

従
事
者
の
数 

（3）
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
患
者
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
疲

弊
し
て
し
ま
い
、
そ
の
一
人
一
人
に
十
分

な
診
療
を
行
え
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
医
療
機
関
と

患
者
の
双
方
に
と
っ
て
、
費
用
・
時
間
・

労
力
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
大
き
な

ロ
ス
（
損
失
）
と
な
っ
て
し
ま
う
ば
か
り

で
な
く
、
そ
う
し
て
い
る
間
に
本
来
対
象

と
す
る
べ
き
別
の
重
症
患
者
へ
の
対
応
が

遅
れ
、
そ
の
方
の
重
篤
な
症
状
を
見
逃
し

て
し
ま
う
危
険
性
ま
で
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

一
番
身
近
で
あ
な
た
の
健
康
を
支
え
る

「
か
か
り
つ
け
医
」

　こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
医
療
が
大
病

院
だ
け
で
完
結
す
る
と
い
う
考
え
方
に
は

誤
解
が
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源

の
中
で
最
適
な
治
療
を
受
け
る
に
は
、
患

者
と
病
院
と
を
繋
ぐ〝
橋
渡
し
役
〞の
存
在

が
不
可
欠
な
の
で
す
。
そ
の
役
割
を
果
た

す
の
が
地
域
の
「
か
か
り
つ
け
医 

（4）
」
で

す
。
か
か
り
つ
け
医
は
、
誰
よ
り
も
あ
な

た
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
言
え
る
町
の

お
医
者
さ
ん
で
す
。

　病
気
を
治
す
に
は
、
ま
ず
は
症
状
を
正

確
に
診
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
一
時
的

な
症
状
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
既
往

症
や
生
活
パ
タ
ー
ン
、
家
族
構
成
な
ど
、

患
者
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
把
握
し

て
い
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
や
そ
の
家
族
が
気

兼
ね
な
く
何
で
も
相
談
で
き
る
と
い
う
こ

と
も
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
引
き
出
す
上

で
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
か
か
り
つ
け
医

は
診
察
で
得
た
患
者
情
報
を
整
理
し
、
患

者
に
代
わ
っ
て
よ
り
正
確
な
病
状
を
病
院

へ
伝
え
る
（
紹
介
す
る
）
こ
と
で
、
最
適

な
治
療
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

人口構成が突出している、いわゆる「団塊の世代」の全員が後期高
齢者（75歳以上）となる2025年には、65歳以上の高齢者人口は
約3,500万人に達するとされている。これは、実に人口の４人に１人
が高齢者である計算になる。

（1）2025年問題
2025年には現行より、医療費は約1.5倍、後期高齢者医療費に関
しては約2倍以上に増えると予想されている。

（2）医療費の増大
具合が悪くなったとき、いつも診てくれるような、患者にとって一番身
近な地域の開業医。それぞれに専門を持つが、特に内科では、あらゆ
る症状を診る「総合診療」を行い、患者のさまざまな健康相談に応じ
てくれる。

（4）かかりつけ医

日本の国民医療費の推移 世代別に見た高齢者人口の推移

特  

集

（資料）2000年までは総務省統計局「国勢調査」、2005年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（平成14年1月推計）（資料）2009年度までは平成23年度「厚生労働白書」、2015年以降は「医療費等の将来見通し及び財政影響試算」厚生労働省保険局（平成22年10月25日）に基づき作成。

40,000
高齢者人口（千人）

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

2005年
昭和ヒトケタ～終戦生まれ
が高齢者の中心

2015年
ベビーブーマーが高
齢者となる

明治以前生まれ
大正生まれ
昭和ヒトケタ生まれ
昭和10年～終戦生まれ
終戦～1950年生まれ
1951年以降生まれ

推計値実績値
55.0

50.0

45.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0
（％）（兆円）1985 20082007 20252020200620052004200320022001200019951990

後期高齢者（老人）医療費
国民医療費
国民医療費の対GDP比

6.36.3

6.0

5.4

4.6
4.9

6.4 6.4
6.6 6.6

7.1

6.5

国際的に見ても、日本の人口あたりの医師数や看護師数は決して
十分な数とは言えず、今後も大幅に増員される見込みもない。そのた
め、大病院などに患者が集中してしまうと、医療従事者への負担が
大きくなるばかりか、医療機関の運営自体に支障を来す恐れもある。

（3）医療従事者の人手不足

医師数・看護師数の国際比較（OECD諸国、2011年）

（注）臨床など医療関係に就業している医師、看護師が対象。国の並びは医師の多い順。表題以外の年次は、スウェーデン、オ
ランダ、日本の医師・看護師、フィンランドの看護師は2010年、デンマークの医師・看護師、ギリシャの看護師は2009年。

（資料）OECD Health Data 2013（June 2013）
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連　携

患者を中心
に、地域の

医療機関が

それぞれの
機能別に

切れ目のな
い

医療を提供

ん
な
症
状
に
も
即
座
に
対
応
で
き
る
か
と

い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
総
合
診

療
を
中
心
に
さ
れ
て
い
る
か
か
り
つ
け
医

の
先
生
方
に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
。

宮
澤
医
師

　し
か
し
、
そ
れ
は
ち
ゃ
ん
と

意
味
が
あ
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
な

ら
、
長
野
市
民
病
院
さ
ん
に
は
よ
り
専
門

性
に
特
化
し
た
高
度
先
進
医
療
や
救
急
医

療
に
益
々
励
ん
で
い
た
だ
い
て
、「
地
域
医

療
支
援
病
院 

（1）
」
と
し
て
、
こ
こ
長
野
市

の
地
域
医
療
の
根
幹
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
重
症
患
者
や
救
急
患
者
の
対
応
を
し

て
く
れ
る
後
方
支
援
病
院
が
あ
っ
て
、
初

め
て
私
た
ち
か
か
り
つ
け
医
は
安
心
し
て

患
者
さ
ん
を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
ん

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
研
修
医
の
先
生
方
な

ど
若
い
医
療
者
の
教
育
の
場
と
し
て
、
地

│
│
医
療
機
関
の
機
能
分
化
に
つ
い
て
、

長
谷
部
先
生
は
急
性
期
病
院
の
医
師
と
い
う

お
立
場
か
ら
、
ど
ん
な
変
化
を
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
か
？

長
谷
部
医
師

　一
つ
に
は
、
こ
こ
20
年
ほ

ど
の
間
に
急
性
期
病
院
で
の
『
医
療
の
高

度
化
・
専
門
化
』
と
い
う
も
の
が
き
わ
め

て
急
速
に
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
我
々
医
療
者
に

と
っ
て
も
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
患
者
さ
ま
や
一
般
の
方
々
が

『
医
療
機
能
の
分
化
』
や
『
紹
介
制
度
』
に

つ
い
て
戸
惑
う
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
2
〜
3
年
で
は

患
者
さ
ま
た
ち
の
理
解
も
増
え
て
い
て
、

あ
り
が
た
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
医
療
連

携
に
対
す
る
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
機
能
的
な

違
い
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意

と
す
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

長
谷
部
医
師

　そ
う
で
す
ね
。
総
合
病
院

も
決
し
て
万
能
な
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

た
と
え
ば
、
総
合
病
院
は
医
師
の
異
動
が

頻
繁
で
、
一
人
の
患
者
さ
ま
を
長
く
診
て

く
れ
る
医
師
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
が
一
つ
言
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
す
べ

て
の
医
師
が
自
分
の
専
門
性
に
特
化
し
た

分
野
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど

域
に
お
い
て
優
秀
な
人
材
を
ど
ん
ど
ん
育

成
し
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

│
│
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
宮
澤
先

生
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
、
長
野
市
民
病
院
の

医
療
連
携
に
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち

で
す
か
？

宮
澤
医
師

　長
野
市
民
病
院
は
地
域
医
療

連
携
室
も
し
っ
か
り
機
能
さ
れ
て
い
て
、

た
ら
い
回
し
も
な
く
、
ほ
ぼ
1
0
0
%
紹

介
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
紹
介
す
る
側
と
し
て
は
、
安
心

し
て
患
者
さ
ま
を
送
り
出
せ
る
の
で
大
変

心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
救
急

セ
ン
タ
ー
は
3
6
5
日
24
時
間
機
能
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
病
院
の
負
担

は
と
て
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け

医
師
は
、午
前
中
は
外
来
、午
後
に
は
手
術
、

夜
は
そ
の
ま
ま
当
直
と
、
相
当
な
負
担
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
と

に
か
く
地
域
の
中
核
病
院
を
疲
弊
さ
せ
な

い
こ
と
は
、
地
域
医
療
と
し
て
の
責
務
で

す
か
ら
、
長
野
市
医
師
会
と
し
て
も
救
急

医
療
を
病
院
に
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は

な
く
、
で
き
る
限
り
お
手
伝
い
を
し
て
そ

う
し
た
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
よ
う
協
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
形
と
な
っ
た
の
が
、「
長
野
市
民
病
院
・

医
師
会 

急
病
セ
ン
タ
ー 

（2）
」
で
す
。

長
谷
部
医
師

　当
院
の
急
病
セ
ン
タ
ー
は

医
師
会
の
先
生
方
の
ご
協
力
な
し
で
は
と

て
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
と
し
て

も
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
澤
医
師

　お
互
い
に〝
持
ち
つ
持
た
れ
つ

の
関
係
〞と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

│
│
そ
れ
で
は
最
後
に
、
今
後
の
医
療
連
携

の
動
向
も
踏
ま
え
て
読
者
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
澤
医
師

　今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

在
宅
医
療
に
積
極
的
な
医
療
機
関
へ
の
報

酬
が
優
遇
さ
れ
、
国
が
医
療
政
策
と
し
て

〝
在
宅
医
療
の
普
及
促
進
〞を
目
指
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

在
宅
医
療
を
支
え
る
地
域
の
医
療
体
制
の

整
備
が
急
務
と
な
る
で
し
ょ
う
。
病
院
の

中
で
の
チ
ー
ム
医
療
は
、
か
な
り
世
の
中

で
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
そ

う
し
た
チ
ー
ム
医
療
が
地
域
全
体
で
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム 

（3）
」
と
言
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
機
関
や
介
護
職
等
も
含
め
た
多
職

種
が
、
患
者
さ
ま
を
中
心
と
し
て
連
携
を

取
り
合
い
、
綿
密
な
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

長
谷
部
医
師

　長
野
市
民
病
院
の
地
域
医

療
連
携
室
で
も
そ
こ
は
か
な
り
重
要
視
し

て
い
て
、
急
性
期
病
院
の
後
に
続
く
リ
ハ

ビ
リ
病
院
や
回
復
期
病
院
と
の
連
携
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
そ

の
成
果
も
あ
っ
て
、
多
く
の
医
療
機
関
で

ス
ム
ー
ズ
に
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
で
は
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
、
今

後
は
よ
り
院
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
医
療
を

長谷部 修 はせべ・おさむ
長野市民病院　副院長　消化器内科部長
1984年金沢大学医学部卒。同年信州大学第2内科研
修。85年須坂病院内科。以後、飯田病院、信州大学医学
部附属病院、長野赤十字病院に勤務。94年長野市民病
院内科科長、03年同消化器内科統轄科長、07年より副
院長。信州大学医学部臨床教授、日本内科学会認定内
科医、日本消化器病学会指導医・評議員、日本消化器内
視鏡学会指導医・評議員、日本がん治療認定医機構がん
治療認定医、日本胆道学会認定指導医。専門は消化管
および膵胆道の内視鏡診断と治療。

宮澤 政彦 みやざわ・まさひこ
長野市民病院  地域医療連携室長長野市医師会長

医療法人宮沢医院　院長
1970年東京医科大学卒。同年同大学内科入局。80年
都立広尾病院、87年都立大塚病院、95年より医療法人
宮沢医院院長兼理事長。日本内科学会日本内科認定医、
日本リウマチ学会日本リウマチ登録医、日本産業医学会日
本産業医ほか。日常の一般診療はもとより、デイサービスや
ショートステイ型の介護施設も同時に運営しており「在宅療
養支援診療所」に認可されるなど、トータルな医療とケアの
提供を行っている。また、平成25年6月に長野市医師会長
に就任し、長野地域全体の医療の充実にも尽力している。

対　談

と
も
に
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に
。

そ
れ
ぞ
れ
の
在
り
方
と
は
？

それぞれの医療機関が担っている医療機能を明確化し、患者を中心
とした連携を取り合うことで、限りある医療資源を有効活用し、患者が
状態に合った適切な医療を受けることができる。

比較的重症の患者が集中的に治療を受ける、各専
門診療科を取り揃えた総合医療機関。救急医療も
提供し、緊急処置が必要な場合にも対応している。

より専門的な検査や治
療が必要と判断された
場合、急性期病院などの
総合病院へ紹介される。

日常診療を行う、患者にとって一番身近な地域の開業
医。さまざまな健康相談に対応し、必要があると判断す
れば、速やかに適切な医療機関に紹介をしてくれる。

（5）医療機関の機能分化

「
病
院
完
結
型
医
療
」か
ら

「
地
域
完
結
型
医
療
」へ

　地
域
で
暮
ら
す
誰
も
が
、
安
全
で
安
心
、

か
つ
、
病
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
か

か
り
つ
け
医
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関
が
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
な

が
ら
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医

療
機
関
の
機
能
分
化 

（5）
を
促
し
、
か
か
り

つ
け
医
で
は
軽
度
で
身
近
な
病
気
の
治
療

や
重
症
患
者
の
初
期
診
断
を
、
急
性
期
病

院
な
ど
の
総
合
病
院
で
は
か
か
り
つ
け
医

か
ら
の
情
報
を
も
と
に
適
切
な
治
療
を
行

い
、
地
域
全
体
で
切
れ
目
の
な
い
医
療
を

提
供
す
る
「
地
域
完
結
型
医
療
」
の
実
現

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
地

域
医
療
全
体
の
循
環
を
効
率
化
さ
せ
、
ど

ん
な
病
気
に
対
し
て
も
的
確
に
対
応
で
き

る
地
域
社
会
へ
と
繋
が
る
は
ず
で
す
。

提
供
す
る
場
が
一
つ
の
病
院
か
ら
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
関
や
施
設
に
移
っ
て

も
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
や
ケ
ア
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

宮
澤
医
師

　患
者
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
こ

う
し
た
連
携
が
し
っ
か
り
取
れ
て
い
る
医

療
機
関
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま

す
。
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
機
関
を
渡
り
歩
く
よ
う
で
は
、
行
く

先
々
で
違
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
何
を
信
じ

て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
ね
。
だ
と
す
る
と
、
我
々
か
か
り
つ

け
医
も
連
携
が
う
ま
く
取
れ
る
よ
う
、「
地

域
医
療
の
チ
ー
ム
」
の
中
で
、
中
心
的
役

割
を
担
う
と
い
う
自
覚
が
求
め
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

訪問診療

初期診療

病状が安定している
慢性疾患（生活習慣病など）の診療

健康管理・予防医療

急性期病院

かかりつけ医

救急医療

高度医療機器
による専門検査

入院診療

手術や放射線治療などの
高度専門医療

紹介患者への対応

紹
介
状

逆
紹
介
状

病状が安定したら、紹介
元のかかりつけ医などへ
診療が引き継がれる（逆
紹介）。

「地域完結型医療」への道。Hospital
Now.04

か
か
り
つ
け
医

地
域
医
療
支
援
病
院
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連　携

患者を中心
に、地域の

医療機関が

それぞれの
機能別に

切れ目のな
い

医療を提供

ん
な
症
状
に
も
即
座
に
対
応
で
き
る
か
と

い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
総
合
診

療
を
中
心
に
さ
れ
て
い
る
か
か
り
つ
け
医

の
先
生
方
に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
。

宮
澤
医
師

　し
か
し
、
そ
れ
は
ち
ゃ
ん
と

意
味
が
あ
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
な

ら
、
長
野
市
民
病
院
さ
ん
に
は
よ
り
専
門

性
に
特
化
し
た
高
度
先
進
医
療
や
救
急
医

療
に
益
々
励
ん
で
い
た
だ
い
て
、「
地
域
医

療
支
援
病
院 

（1）
」
と
し
て
、
こ
こ
長
野
市

の
地
域
医
療
の
根
幹
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
重
症
患
者
や
救
急
患
者
の
対
応
を
し

て
く
れ
る
後
方
支
援
病
院
が
あ
っ
て
、
初

め
て
私
た
ち
か
か
り
つ
け
医
は
安
心
し
て

患
者
さ
ん
を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
ん

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
研
修
医
の
先
生
方
な

ど
若
い
医
療
者
の
教
育
の
場
と
し
て
、
地

│
│
医
療
機
関
の
機
能
分
化
に
つ
い
て
、

長
谷
部
先
生
は
急
性
期
病
院
の
医
師
と
い
う

お
立
場
か
ら
、
ど
ん
な
変
化
を
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
か
？

長
谷
部
医
師

　一
つ
に
は
、
こ
こ
20
年
ほ

ど
の
間
に
急
性
期
病
院
で
の
『
医
療
の
高

度
化
・
専
門
化
』
と
い
う
も
の
が
き
わ
め

て
急
速
に
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
我
々
医
療
者
に

と
っ
て
も
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
患
者
さ
ま
や
一
般
の
方
々
が

『
医
療
機
能
の
分
化
』
や
『
紹
介
制
度
』
に

つ
い
て
戸
惑
う
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
2
〜
3
年
で
は

患
者
さ
ま
た
ち
の
理
解
も
増
え
て
い
て
、

あ
り
が
た
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
医
療
連

携
に
対
す
る
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
機
能
的
な

違
い
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意

と
す
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

長
谷
部
医
師

　そ
う
で
す
ね
。
総
合
病
院

も
決
し
て
万
能
な
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

た
と
え
ば
、
総
合
病
院
は
医
師
の
異
動
が

頻
繁
で
、
一
人
の
患
者
さ
ま
を
長
く
診
て

く
れ
る
医
師
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
が
一
つ
言
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
す
べ

て
の
医
師
が
自
分
の
専
門
性
に
特
化
し
た

分
野
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど

域
に
お
い
て
優
秀
な
人
材
を
ど
ん
ど
ん
育

成
し
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

│
│
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
宮
澤
先

生
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
、
長
野
市
民
病
院
の

医
療
連
携
に
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち

で
す
か
？

宮
澤
医
師

　長
野
市
民
病
院
は
地
域
医
療

連
携
室
も
し
っ
か
り
機
能
さ
れ
て
い
て
、

た
ら
い
回
し
も
な
く
、
ほ
ぼ
1
0
0
%
紹

介
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
紹
介
す
る
側
と
し
て
は
、
安
心

し
て
患
者
さ
ま
を
送
り
出
せ
る
の
で
大
変

心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
救
急

セ
ン
タ
ー
は
3
6
5
日
24
時
間
機
能
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
病
院
の
負
担

は
と
て
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け

医
師
は
、午
前
中
は
外
来
、午
後
に
は
手
術
、

夜
は
そ
の
ま
ま
当
直
と
、
相
当
な
負
担
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
と

に
か
く
地
域
の
中
核
病
院
を
疲
弊
さ
せ
な

い
こ
と
は
、
地
域
医
療
と
し
て
の
責
務
で

す
か
ら
、
長
野
市
医
師
会
と
し
て
も
救
急

医
療
を
病
院
に
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は

な
く
、
で
き
る
限
り
お
手
伝
い
を
し
て
そ

う
し
た
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
よ
う
協
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
形
と
な
っ
た
の
が
、「
長
野
市
民
病
院
・

医
師
会 

急
病
セ
ン
タ
ー 

（2）
」
で
す
。

長
谷
部
医
師

　当
院
の
急
病
セ
ン
タ
ー
は

医
師
会
の
先
生
方
の
ご
協
力
な
し
で
は
と

て
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
と
し
て

も
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
澤
医
師

　お
互
い
に〝
持
ち
つ
持
た
れ
つ

の
関
係
〞と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

│
│
そ
れ
で
は
最
後
に
、
今
後
の
医
療
連
携

の
動
向
も
踏
ま
え
て
読
者
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
澤
医
師

　今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

在
宅
医
療
に
積
極
的
な
医
療
機
関
へ
の
報

酬
が
優
遇
さ
れ
、
国
が
医
療
政
策
と
し
て

〝
在
宅
医
療
の
普
及
促
進
〞を
目
指
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

在
宅
医
療
を
支
え
る
地
域
の
医
療
体
制
の

整
備
が
急
務
と
な
る
で
し
ょ
う
。
病
院
の

中
で
の
チ
ー
ム
医
療
は
、
か
な
り
世
の
中

で
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
そ

う
し
た
チ
ー
ム
医
療
が
地
域
全
体
で
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム 

（3）
」
と
言
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
機
関
や
介
護
職
等
も
含
め
た
多
職

種
が
、
患
者
さ
ま
を
中
心
と
し
て
連
携
を

取
り
合
い
、
綿
密
な
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

長
谷
部
医
師

　長
野
市
民
病
院
の
地
域
医

療
連
携
室
で
も
そ
こ
は
か
な
り
重
要
視
し

て
い
て
、
急
性
期
病
院
の
後
に
続
く
リ
ハ

ビ
リ
病
院
や
回
復
期
病
院
と
の
連
携
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
そ

の
成
果
も
あ
っ
て
、
多
く
の
医
療
機
関
で

ス
ム
ー
ズ
に
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
で
は
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
、
今

後
は
よ
り
院
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
医
療
を

長谷部 修 はせべ・おさむ
長野市民病院　副院長　消化器内科部長
1984年金沢大学医学部卒。同年信州大学第2内科研
修。85年須坂病院内科。以後、飯田病院、信州大学医学
部附属病院、長野赤十字病院に勤務。94年長野市民病
院内科科長、03年同消化器内科統轄科長、07年より副
院長。信州大学医学部臨床教授、日本内科学会認定内
科医、日本消化器病学会指導医・評議員、日本消化器内
視鏡学会指導医・評議員、日本がん治療認定医機構がん
治療認定医、日本胆道学会認定指導医。専門は消化管
および膵胆道の内視鏡診断と治療。

宮澤 政彦 みやざわ・まさひこ
長野市民病院  地域医療連携室長長野市医師会長

医療法人宮沢医院　院長
1970年東京医科大学卒。同年同大学内科入局。80年
都立広尾病院、87年都立大塚病院、95年より医療法人
宮沢医院院長兼理事長。日本内科学会日本内科認定医、
日本リウマチ学会日本リウマチ登録医、日本産業医学会日
本産業医ほか。日常の一般診療はもとより、デイサービスや
ショートステイ型の介護施設も同時に運営しており「在宅療
養支援診療所」に認可されるなど、トータルな医療とケアの
提供を行っている。また、平成25年6月に長野市医師会長
に就任し、長野地域全体の医療の充実にも尽力している。

対　談

と
も
に
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に
。

そ
れ
ぞ
れ
の
在
り
方
と
は
？

それぞれの医療機関が担っている医療機能を明確化し、患者を中心
とした連携を取り合うことで、限りある医療資源を有効活用し、患者が
状態に合った適切な医療を受けることができる。

比較的重症の患者が集中的に治療を受ける、各専
門診療科を取り揃えた総合医療機関。救急医療も
提供し、緊急処置が必要な場合にも対応している。

より専門的な検査や治
療が必要と判断された
場合、急性期病院などの
総合病院へ紹介される。

日常診療を行う、患者にとって一番身近な地域の開業
医。さまざまな健康相談に対応し、必要があると判断す
れば、速やかに適切な医療機関に紹介をしてくれる。

（5）医療機関の機能分化

「
病
院
完
結
型
医
療
」か
ら

「
地
域
完
結
型
医
療
」へ

　地
域
で
暮
ら
す
誰
も
が
、
安
全
で
安
心
、

か
つ
、
病
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
か

か
り
つ
け
医
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関
が
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
な

が
ら
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医

療
機
関
の
機
能
分
化 

（5）
を
促
し
、
か
か
り

つ
け
医
で
は
軽
度
で
身
近
な
病
気
の
治
療

や
重
症
患
者
の
初
期
診
断
を
、
急
性
期
病

院
な
ど
の
総
合
病
院
で
は
か
か
り
つ
け
医

か
ら
の
情
報
を
も
と
に
適
切
な
治
療
を
行

い
、
地
域
全
体
で
切
れ
目
の
な
い
医
療
を

提
供
す
る
「
地
域
完
結
型
医
療
」
の
実
現

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
地

域
医
療
全
体
の
循
環
を
効
率
化
さ
せ
、
ど

ん
な
病
気
に
対
し
て
も
的
確
に
対
応
で
き

る
地
域
社
会
へ
と
繋
が
る
は
ず
で
す
。

提
供
す
る
場
が
一
つ
の
病
院
か
ら
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
関
や
施
設
に
移
っ
て

も
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
や
ケ
ア
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

宮
澤
医
師

　患
者
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
こ

う
し
た
連
携
が
し
っ
か
り
取
れ
て
い
る
医

療
機
関
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま

す
。
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
機
関
を
渡
り
歩
く
よ
う
で
は
、
行
く

先
々
で
違
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
何
を
信
じ

て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
ね
。
だ
と
す
る
と
、
我
々
か
か
り
つ

け
医
も
連
携
が
う
ま
く
取
れ
る
よ
う
、「
地

域
医
療
の
チ
ー
ム
」
の
中
で
、
中
心
的
役

割
を
担
う
と
い
う
自
覚
が
求
め
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

訪問診療

初期診療

病状が安定している
慢性疾患（生活習慣病など）の診療

健康管理・予防医療

急性期病院

かかりつけ医

救急医療

高度医療機器
による専門検査

入院診療

手術や放射線治療などの
高度専門医療

紹介患者への対応

紹
介
状

逆
紹
介
状

病状が安定したら、紹介
元のかかりつけ医などへ
診療が引き継がれる（逆
紹介）。

「地域完結型医療」への道。Hospital
Now.04

か
か
り
つ
け
医

地
域
医
療
支
援
病
院
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ん
な
症
状
に
も
即
座
に
対
応
で
き
る
か
と

い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
総
合
診

療
を
中
心
に
さ
れ
て
い
る
か
か
り
つ
け
医

の
先
生
方
に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
。

宮
澤
医
師

　し
か
し
、
そ
れ
は
ち
ゃ
ん
と

意
味
が
あ
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
な

ら
、
長
野
市
民
病
院
さ
ん
に
は
よ
り
専
門

性
に
特
化
し
た
高
度
先
進
医
療
や
救
急
医

療
に
益
々
励
ん
で
い
た
だ
い
て
、「
地
域
医

療
支
援
病
院 

（1）
」
と
し
て
、
こ
こ
長
野
市

の
地
域
医
療
の
根
幹
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
重
症
患
者
や
救
急
患
者
の
対
応
を
し

て
く
れ
る
後
方
支
援
病
院
が
あ
っ
て
、
初

め
て
私
た
ち
か
か
り
つ
け
医
は
安
心
し
て

患
者
さ
ん
を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
ん

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
研
修
医
の
先
生
方
な

ど
若
い
医
療
者
の
教
育
の
場
と
し
て
、
地

│
│
医
療
機
関
の
機
能
分
化
に
つ
い
て
、

長
谷
部
先
生
は
急
性
期
病
院
の
医
師
と
い
う

お
立
場
か
ら
、
ど
ん
な
変
化
を
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
か
？

長
谷
部
医
師

　一
つ
に
は
、
こ
こ
20
年
ほ

ど
の
間
に
急
性
期
病
院
で
の
『
医
療
の
高

度
化
・
専
門
化
』
と
い
う
も
の
が
き
わ
め

て
急
速
に
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
我
々
医
療
者
に

と
っ
て
も
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
患
者
さ
ま
や
一
般
の
方
々
が

『
医
療
機
能
の
分
化
』
や
『
紹
介
制
度
』
に

つ
い
て
戸
惑
う
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
2
〜
3
年
で
は

患
者
さ
ま
た
ち
の
理
解
も
増
え
て
い
て
、

あ
り
が
た
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
医
療
連

携
に
対
す
る
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
機
能
的
な

違
い
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意

と
す
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

長
谷
部
医
師

　そ
う
で
す
ね
。
総
合
病
院

も
決
し
て
万
能
な
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

た
と
え
ば
、
総
合
病
院
は
医
師
の
異
動
が

頻
繁
で
、
一
人
の
患
者
さ
ま
を
長
く
診
て

く
れ
る
医
師
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
が
一
つ
言
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
す
べ

て
の
医
師
が
自
分
の
専
門
性
に
特
化
し
た

分
野
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど

域
に
お
い
て
優
秀
な
人
材
を
ど
ん
ど
ん
育

成
し
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

│
│
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
宮
澤
先

生
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
、
長
野
市
民
病
院
の

医
療
連
携
に
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち

で
す
か
？

宮
澤
医
師

　長
野
市
民
病
院
は
地
域
医
療

連
携
室
も
し
っ
か
り
機
能
さ
れ
て
い
て
、

た
ら
い
回
し
も
な
く
、
ほ
ぼ
1
0
0
%
紹

介
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
紹
介
す
る
側
と
し
て
は
、
安
心

し
て
患
者
さ
ま
を
送
り
出
せ
る
の
で
大
変

心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
救
急

セ
ン
タ
ー
は
3
6
5
日
24
時
間
機
能
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
病
院
の
負
担

は
と
て
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け

医
師
は
、午
前
中
は
外
来
、午
後
に
は
手
術
、

夜
は
そ
の
ま
ま
当
直
と
、
相
当
な
負
担
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
と

に
か
く
地
域
の
中
核
病
院
を
疲
弊
さ
せ
な

い
こ
と
は
、
地
域
医
療
と
し
て
の
責
務
で

す
か
ら
、
長
野
市
医
師
会
と
し
て
も
救
急

医
療
を
病
院
に
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は

な
く
、
で
き
る
限
り
お
手
伝
い
を
し
て
そ

う
し
た
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
よ
う
協
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
形
と
な
っ
た
の
が
、「
長
野
市
民
病
院
・

医
師
会 

急
病
セ
ン
タ
ー 

（2）
」
で
す
。

長
谷
部
医
師

　当
院
の
急
病
セ
ン
タ
ー
は

医
師
会
の
先
生
方
の
ご
協
力
な
し
で
は
と

て
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
と
し
て

も
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
澤
医
師

　お
互
い
に〝
持
ち
つ
持
た
れ
つ

の
関
係
〞と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

│
│
そ
れ
で
は
最
後
に
、
今
後
の
医
療
連
携

の
動
向
も
踏
ま
え
て
読
者
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
澤
医
師

　今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

在
宅
医
療
に
積
極
的
な
医
療
機
関
へ
の
報

酬
が
優
遇
さ
れ
、
国
が
医
療
政
策
と
し
て

〝
在
宅
医
療
の
普
及
促
進
〞を
目
指
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

在
宅
医
療
を
支
え
る
地
域
の
医
療
体
制
の

整
備
が
急
務
と
な
る
で
し
ょ
う
。
病
院
の

中
で
の
チ
ー
ム
医
療
は
、
か
な
り
世
の
中

で
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
そ

う
し
た
チ
ー
ム
医
療
が
地
域
全
体
で
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム 

（3）
」
と
言
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
機
関
や
介
護
職
等
も
含
め
た
多
職

種
が
、
患
者
さ
ま
を
中
心
と
し
て
連
携
を

取
り
合
い
、
綿
密
な
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

長
谷
部
医
師

　長
野
市
民
病
院
の
地
域
医

療
連
携
室
で
も
そ
こ
は
か
な
り
重
要
視
し

て
い
て
、
急
性
期
病
院
の
後
に
続
く
リ
ハ

ビ
リ
病
院
や
回
復
期
病
院
と
の
連
携
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
そ

の
成
果
も
あ
っ
て
、
多
く
の
医
療
機
関
で

ス
ム
ー
ズ
に
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
で
は
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
、
今

後
は
よ
り
院
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
医
療
を

「患者に身近な地域で医療が提供されることが望ましい」とい
う観点から、地域医療の充実を図るため、第一線で地域医療
を担うかかりつけ医を支援する能力を備えた病院として、各都
道府県知事に承認された病院のこと。長野県内では８病院、
北信地域では２病院が承認を受けており、長野市民病院は平
成22年9月に承認を受けています。

（1）地域医療支援病院
ち  いき  い  りょう し  えんびょういんなが の   し みんびょういん い   し かい きゅうびょう

重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮
らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介
護・予防・生活支援が一体的に提供されるシステムのこと。

長野市民病院では、24時間365日救急診療に対応していま
す。夜間初期救急については、長野市医師会との協働による
「長野市民病院・医師会 急病センター」にて診療を行ってい
ます。下記時間帯は、長野市医師会の医師が診療を担当し
ています。

【内科・小児科系】
月～土　19：00～23：00（第１土、祝日を除く）
【外　科　系】
月～金　19：00～23：00

（2）長野市民病院・医師会 急病センター

【出典：厚生労働省「平成25年3月 地域包括ケア研究会報告書」を元に作図】

【地域医療支援病院に求められる能力】
●かかりつけ医からの紹介患者に対する医療提供
●病院の医療機器等の共同利用
●救急医療の提供
●地域の医療従事者に対する研修の実施 など

地域包括ケアシステムは、おおむ
ね30分以内に必要なサービスが
提供される日常生活圏域（具体的
には中学校区）を単位として想定

通所・入所通院・入院

介護が必要になったら…

介　護
■施設・居住系サービス
●介護老人福祉施設
●介護老人保健施設
●認知症共同生活介護
●特定施設入所者生活介護 等

■在宅系サービス
●訪問介護 ●訪問看護 ●通所介護
●小規模多機能型居宅介護
●短期入所生活介護
●24時間対応の訪問サービス
●複合型サービス
  （小規模多機能型居宅介護＋訪問看護） 等

■介護予防サービス

いつまでも元気に暮らすために…

生活支援・介護予防
老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

住まい
●自　宅
●サービス付き高齢者向け住宅 等

病気になったら…

医　療
■入院が必要な場合
●急性期病院
●亜急性期・回復期リハビリ病院

■日常の医療
●かかりつけ医
●地域の連携病院

●地域包括支援センター
●ケアマネージャー

相談業務や
サービスの
コーディネートを
行います。

提
供
す
る
場
が
一
つ
の
病
院
か
ら
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
関
や
施
設
に
移
っ
て

も
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
や
ケ
ア
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

宮
澤
医
師

　患
者
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
こ

う
し
た
連
携
が
し
っ
か
り
取
れ
て
い
る
医

療
機
関
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま

す
。
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
機
関
を
渡
り
歩
く
よ
う
で
は
、
行
く

先
々
で
違
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
何
を
信
じ

て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
ね
。
だ
と
す
る
と
、
我
々
か
か
り
つ

け
医
も
連
携
が
う
ま
く
取
れ
る
よ
う
、「
地

域
医
療
の
チ
ー
ム
」
の
中
で
、
中
心
的
役

割
を
担
う
と
い
う
自
覚
が
求
め
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

（3）地域包括ケアシステム
ち  いき ほう かつ

「地域完結型医療」への道。Hospital
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ん
な
症
状
に
も
即
座
に
対
応
で
き
る
か
と

い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
総
合
診

療
を
中
心
に
さ
れ
て
い
る
か
か
り
つ
け
医

の
先
生
方
に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
。

宮
澤
医
師

　し
か
し
、
そ
れ
は
ち
ゃ
ん
と

意
味
が
あ
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
な

ら
、
長
野
市
民
病
院
さ
ん
に
は
よ
り
専
門

性
に
特
化
し
た
高
度
先
進
医
療
や
救
急
医

療
に
益
々
励
ん
で
い
た
だ
い
て
、「
地
域
医

療
支
援
病
院 

（1）
」
と
し
て
、
こ
こ
長
野
市

の
地
域
医
療
の
根
幹
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
重
症
患
者
や
救
急
患
者
の
対
応
を
し

て
く
れ
る
後
方
支
援
病
院
が
あ
っ
て
、
初

め
て
私
た
ち
か
か
り
つ
け
医
は
安
心
し
て

患
者
さ
ん
を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
ん

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
研
修
医
の
先
生
方
な

ど
若
い
医
療
者
の
教
育
の
場
と
し
て
、
地

│
│
医
療
機
関
の
機
能
分
化
に
つ
い
て
、

長
谷
部
先
生
は
急
性
期
病
院
の
医
師
と
い
う

お
立
場
か
ら
、
ど
ん
な
変
化
を
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
か
？

長
谷
部
医
師

　一
つ
に
は
、
こ
こ
20
年
ほ

ど
の
間
に
急
性
期
病
院
で
の
『
医
療
の
高

度
化
・
専
門
化
』
と
い
う
も
の
が
き
わ
め

て
急
速
に
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
我
々
医
療
者
に

と
っ
て
も
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
患
者
さ
ま
や
一
般
の
方
々
が

『
医
療
機
能
の
分
化
』
や
『
紹
介
制
度
』
に

つ
い
て
戸
惑
う
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
2
〜
3
年
で
は

患
者
さ
ま
た
ち
の
理
解
も
増
え
て
い
て
、

あ
り
が
た
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
医
療
連

携
に
対
す
る
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
機
能
的
な

違
い
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意

と
す
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

長
谷
部
医
師

　そ
う
で
す
ね
。
総
合
病
院

も
決
し
て
万
能
な
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

た
と
え
ば
、
総
合
病
院
は
医
師
の
異
動
が

頻
繁
で
、
一
人
の
患
者
さ
ま
を
長
く
診
て

く
れ
る
医
師
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
が
一
つ
言
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
す
べ

て
の
医
師
が
自
分
の
専
門
性
に
特
化
し
た

分
野
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど

域
に
お
い
て
優
秀
な
人
材
を
ど
ん
ど
ん
育

成
し
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

│
│
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
宮
澤
先

生
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
、
長
野
市
民
病
院
の

医
療
連
携
に
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち

で
す
か
？

宮
澤
医
師

　長
野
市
民
病
院
は
地
域
医
療

連
携
室
も
し
っ
か
り
機
能
さ
れ
て
い
て
、

た
ら
い
回
し
も
な
く
、
ほ
ぼ
1
0
0
%
紹

介
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
紹
介
す
る
側
と
し
て
は
、
安
心

し
て
患
者
さ
ま
を
送
り
出
せ
る
の
で
大
変

心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
救
急

セ
ン
タ
ー
は
3
6
5
日
24
時
間
機
能
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
病
院
の
負
担

は
と
て
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け

医
師
は
、午
前
中
は
外
来
、午
後
に
は
手
術
、

夜
は
そ
の
ま
ま
当
直
と
、
相
当
な
負
担
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
と

に
か
く
地
域
の
中
核
病
院
を
疲
弊
さ
せ
な

い
こ
と
は
、
地
域
医
療
と
し
て
の
責
務
で

す
か
ら
、
長
野
市
医
師
会
と
し
て
も
救
急

医
療
を
病
院
に
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は

な
く
、
で
き
る
限
り
お
手
伝
い
を
し
て
そ

う
し
た
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
よ
う
協
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
形
と
な
っ
た
の
が
、「
長
野
市
民
病
院
・

医
師
会 

急
病
セ
ン
タ
ー 

（2）
」
で
す
。

長
谷
部
医
師

　当
院
の
急
病
セ
ン
タ
ー
は

医
師
会
の
先
生
方
の
ご
協
力
な
し
で
は
と

て
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
と
し
て

も
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
澤
医
師

　お
互
い
に〝
持
ち
つ
持
た
れ
つ

の
関
係
〞と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

│
│
そ
れ
で
は
最
後
に
、
今
後
の
医
療
連
携

の
動
向
も
踏
ま
え
て
読
者
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
澤
医
師

　今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

在
宅
医
療
に
積
極
的
な
医
療
機
関
へ
の
報

酬
が
優
遇
さ
れ
、
国
が
医
療
政
策
と
し
て

〝
在
宅
医
療
の
普
及
促
進
〞を
目
指
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

在
宅
医
療
を
支
え
る
地
域
の
医
療
体
制
の

整
備
が
急
務
と
な
る
で
し
ょ
う
。
病
院
の

中
で
の
チ
ー
ム
医
療
は
、
か
な
り
世
の
中

で
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
そ

う
し
た
チ
ー
ム
医
療
が
地
域
全
体
で
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム 

（3）
」
と
言
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
機
関
や
介
護
職
等
も
含
め
た
多
職

種
が
、
患
者
さ
ま
を
中
心
と
し
て
連
携
を

取
り
合
い
、
綿
密
な
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

長
谷
部
医
師

　長
野
市
民
病
院
の
地
域
医

療
連
携
室
で
も
そ
こ
は
か
な
り
重
要
視
し

て
い
て
、
急
性
期
病
院
の
後
に
続
く
リ
ハ

ビ
リ
病
院
や
回
復
期
病
院
と
の
連
携
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
そ

の
成
果
も
あ
っ
て
、
多
く
の
医
療
機
関
で

ス
ム
ー
ズ
に
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
で
は
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
、
今

後
は
よ
り
院
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
医
療
を

「患者に身近な地域で医療が提供されることが望ましい」とい
う観点から、地域医療の充実を図るため、第一線で地域医療
を担うかかりつけ医を支援する能力を備えた病院として、各都
道府県知事に承認された病院のこと。長野県内では８病院、
北信地域では２病院が承認を受けており、長野市民病院は平
成22年9月に承認を受けています。

（1）地域医療支援病院
ち  いき  い  りょう し  えんびょういんなが の   し みんびょういん い   し かい きゅうびょう

重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮
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Now.04
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宮澤 浩恵
みやざわ・ひろえ
長野市民病院
歯科・歯科口腔外科主任
歯科衛生士

①歯肉（歯ぐき）が赤く腫れあがる
歯肉に炎症が起こり、腫れてブヨブヨした状態に
なります。すると、少しの刺激で出血したり、膿が出
てきたりするようになります。体調が悪い時などに
は歯肉の痛みなど症状が出ることがあります。

②歯周ポケットができ、細菌が溜まる
歯肉が腫れると、歯周ポケット（歯と歯肉の間の
溝）が深くなり歯垢や歯石が溜まりやすくなって、
細菌の温床になります。このときは、痛みなど自覚
症状がありません。

③歯槽骨が吸収されていく
①②の状態をそのままにしておくと、歯槽骨（歯を
支える骨）の吸収が進み、歯肉が短縮して歯が長
く見えるようになります。やがてグラグラと揺れ、最
後には歯が抜け落ちてしまいます。

リンパ浮腫とは、がんのリンパ節転移や手術などでリンパ節を取り除いた後、
または放射線治療後などに、リンパ液の流れが滞ることで、主に手や脚に起こる“むくみ”です。
乳がんや子宮がんなどの婦人科がん、前立腺がんなどの治療後に発症することが多く、
がん治療の後遺症の一つです。

●リンパ浮腫外来の流れ

内藤 郁子
ないとう・いくこ
長野市民病院　看護主任
リンパ浮腫指導技能者養成協会研修修了

がん治療とともに続く“ケア”

リンパ浮腫外来。
ふ　　　　しゅ

1  問　診
症状のほかに、生活・仕事・病
気のことなど、さまざまな面につ
いて患者さまが不安な気持ちを
抱え込まないよう、丁寧にお話
を聞いていきます。

2  説　明
リンパ浮腫や正しいケアについ
ての理解を深め、患者さまが生
活の中で自分にあったケアを続
けることができるよう説明してい
きます。

3  計　測
浮腫の変化を測定すると同時
に、直接患部に触れることでス
キンケアチェック、関節の動きの
確認などを行います。

4  
医療徒手リンパドレナージ
リンパ液が滞りやすい箇所を的
確にとらえ、皮膚やむくんだリン
パ管に負担をかけないよう、優し
く柔らかいマッサージでリンパ液
が流れやすい状態へと導きます。

5  弾性着衣の説明と着脱指導

子宮体癌術後
下肢リンパ浮腫（左）

左乳癌術後
上肢リンパ浮腫（右）

6  次回受診までの生活上のポイントを確認

※4と5はリンパ浮腫の症状や患者さま
の御希望によって異なります。

弾性着衣とはリンパ液の貯留と逆流
を防ぐ医療器機のことで、治療として
扱います。リンパ液が体の中枢部分
へ流れていくよう綿密に圧力が計算
されており、弾性スリーブ（上肢）と弾
性ストッキング（下肢）があります。弾
性着衣を着用して活動することでリン
パ液の流れが良くなり、また動きも楽
になります。

歯周病菌は全身の
病気に影響します

歯周病は口内細菌による感染
症です。免疫が低下している状
態にあると、歯肉や骨の血管な
どを通して口内細菌が全身をめ
ぐり、さまざまなところに影響を
及ぼします。

歯周病を予防する
ブラッシングのコツ

虫歯と歯周病では発生箇所が異なり
ます。それぞれにあったブラッシング法
を意識することで、より効果的な予防
になります。

がん治療の後遺症に伴うさ
まざまなストレスも含め、上
手くつきあいながら生活し
続けていけるよう、リンパ浮
腫外来は患者さまの力を支
援していきます。

リンパ浮腫は、リンパ節を切除した手術部位の近くから皮膚と皮下脂肪が厚
くなってくることが特徴です。発症すると完治することは難しいのですが、気が
ついた時に早くから適切なケアを始めることによって改善することができます。
術後からリンパ浮腫発症の要因（感染症、疲労の蓄積、肥満）を避けるととも
に、症状が出たら早めに主治医にご相談されることが大切です。

当院のリンパ浮腫外来では、専門技術を取得した看護師と患者さまが１対１で、完全個室にて施術を行います。
どんな些細なことでも気兼ねなくご相談いただきながらリラックスしてご利用ください。

リンパ浮腫外来
●診療日：月・水・金曜日（祝日を除く）
●時　間：8：45～16：00／１回につき30～90分
※完全予約制。 ２名の看護師が担当しています。

全身にも影響する
歯周病を予防しましょう。

医療の知識 vol.57

知っておきたい

思いあたる症状をチェックしましょう！
□朝起きたとき、口の中がネバネバする。
□ブラッシング時に出血する。
□口臭が気になる。
□歯肉がむずがゆい、痛い。
□歯肉が赤く腫れている。（健康的な歯肉はピンク色で引き締まっている）
□かたい物が噛みにくい。
□歯が長くなったような気がする。
□前歯が出っ歯になったり、歯と歯の間に隙間がでてきた。食物が挟まる。
＊３つあてはまる：油断は禁物です。ご自分および歯医者さんで予防するように努めましょう。
＊６つあてはまる：歯周病が進行している可能性があります。
＊全てあてはまる：歯周病の症状がかなり進んでいます。

歯周病とは？
日本人の虫歯は減少してきました。し
かし、現在でも30歳以上の成人の約
８０％が歯周病にかかっており、歯の
喪失の原因第１位になっています。歯
周病とは、歯垢（プラーク）中の口腔
細菌によって歯肉に炎症を引き起こ
しやがては歯を支えている骨を溶かし
ていく病気のことで、結果的には歯を
失う原因になります。

歯肉と歯に対してブラ
シを直角にあて、小きざ
みにふるわせる。１ケ所
20～30回。

スクラッピング法
（一般的）90° 歯肉と歯の境目にブラシ

を45度の角度であて、歯
周ポケットの中にブラシ
の先を入れてやさしくふ
るわせる。

バス法（歯周病改善）45°

ピンク色の引き締まった歯肉（歯ぐき）

健康な口内 歯 周 病

虫歯ができやすい場所
歯と歯が接している面など

歯周病になる場所
歯と歯ぐきの境目（歯のまわり360度）

歯石②

歯槽骨が吸収されて
下がっていく③

歯垢（プラーク）
歯肉の腫れ・出血①

歯周ポケット

①

②
③

認 知 症

動脈硬化

が　　ん

肺　　炎

肥　　満

骨粗しょう症

狭心症・心筋梗塞

心内膜炎

糖 尿 病

胎児の
低体重・早産

バージャー病

脳

子宮

骨

血管心臓

すい臓

肺

おなか

手足の先
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パンフレットや資料も

たくさんもらえちゃう！

説明だけでなく、それぞれの希望や質問にも耳を傾けてくれます。

私たちが体験しました！

長野市民病院 

看護学生向けインターンシップ

【ある日のインターンシップの様子】

長野市民病院では、看護学生を対象としたインターンシップを実施しています。インターンシップ
とは、実際に病院で行う看護体験プログラムのことです。普段の学生生活だけではわからないたく
さんのことにチャレンジできるチャンスです！ 
「病院で働く看護師さんたちに色々なことを聞いてみたい」
「看護師さんたちがどんな風に働いているのか現場の雰囲気を知りたい」
「学校の実習だけではわからないことを実際に体験してみたい」
「一番気になる新人教育について細かく知りたい」
などなど、さまざまな疑問・要望に応えられる充実したプログラム内容になっています。
夢を追いかけて一生懸命がんばる看護学生の皆さんを誠心誠意サポートします！

【体験者の感想】
技術研修や病棟での見学を通し、自分の未来の姿をイメージすることができました。
看護師さん同士のコミュニケーションの取り方やケアの方法を知ることができて、働く場として病院を身近に感じることができました。施設や設備も整っており、病棟の看護師さんなどとても明るい雰囲気でとても働きやすい現場であると思いました。

レストランでお話ししながらお昼休憩。

ちょっと一息つける時間。

普段はなかなか見られない救急センターや集中治療室の中まで
見学できます。

午後からは

各自病棟ごとに分かれて、

先輩たちがマンツーマン指導！

すべてのプログラムが終わり、和やかな雰囲気の中で一日を振り返ります。

2014’ SUM
MER

病院・看護部の
概要について説明

AM 09 :10

病院内見学

AM10 : 00

シミュレーションによる
看護技術研修

AM10 :45

実際の現場での
看護体験

PM13 :30

昼　食

PM12 :30

先輩看護師との
懇談会

PM15 :40

看護学生の方なら誰でもご参加いただけます（1年生からOK）。対　　　  象

夏のコース 7月11日（金）、18日（金）、25日（金）、８月1日（金）、8日（金）、22日（金）、29日（金）　※いずれか1日日　　　  程

9：00～16：00時　　　  間

各日６名定　　　  員

ナースシューズ、ストッキング（ユニフォーム、名札は当院で準備します）持 ち 物

昼食は当院が用意します。遠方の方は交通費等を支給します。万が一のけがや事故に対応するため、障害保険・賠償保険に加入いただきます。
（保険料は当院負担）そ の 他

当院ホームページの求人情報の「エントリーはこちら」に入っていただき、エントリーフォームに必要事項を入力の上、送信してお申し込み願います。
折り返しメールにて、ご連絡を差し上げます。申 し 込 み

長野市民病院看護部（担当：藤牧）  TEL：0120ー511ー990（フリーダイヤル）  内線4102
上記の開催日以外を希望の方はお問い合わせください。ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。お問い合わせ

オリエンテーション

AM 09 : 00

採血の練習。

少人数制だから一人一人

細かいところまで

丁寧に教えてくれます。
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院長  小谷 素子 先生

所在地／長野市上松2-22-18
TEL／026-232-8360
診療時間／
平　日：AM 9：00～12：00
　　　　PM 3：00～ 5：30
土　曜：AM 9：00～12：00（PM休診）
　　　 ［休診］火曜PM・日曜・祝祭日

小谷医院

待合室にはさまざまな医療関係の小冊子やパンフレットがずらり。ご来院いただいた方に少しでもお役に
立つことができればと、医療情報がとても充実しています。

患
者
さ
ま
と
の
会
話
を
大
切
に
、

あ
ら
ゆ
る
症
状
に
対
応

　「
６
年
前
に
先
代
の
父
が
亡
く
な
っ
た
た

め
に
、
私
が
院
長
と
し
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　
勤
務
医
時
代
は
循
環
器
系
疾
患
を
専
門

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
か
か
り
つ

け
医
と
な
っ
た
今
は
あ
ら
ゆ
る
症
状
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
日
々

勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
患

者
さ
ま
や
ご
家
族
に
ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
気
兼
ね
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ

う〝
耳
を
傾
け
る
〞姿
勢
は
本
当
に
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
会
話
の
中
の
何
気
な

い
ひ
と
こ
と
に
病
気
の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
早
期
診
断
に

結
び
付
け
ば
、
し
か
る
べ
き
対
応
で
早
期

治
療
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。
市
民
病
院
の

外
来
に
患
者
さ
ま
を
紹
介
す
る
こ
と
も
多

く
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
別
の
症
状
を
訴
え
て
来
院
さ
れ
た

方
で
も
、
実
は
う・
つ・
な
ど
社
会
的
要
因
の

大
き
い
疾
患
を
抱
え
ら
れ
て
い
た
ケ
ー
ス

や
認
知
症
の
初
期
症
状
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
う
し
た
見
落
と
し
が
な
い
よ

う
広
い
視
野
で
注
意
深
く
診
察
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。」

今
日
か
ら
で
き
る
健
康
法

ラ
ジ
オ
体
操
の
す
す
め

　「
毎
朝
6
時
25
分
か
ら
N
H
K
の
E
テ
レ

「
テ
レ
ビ
体
操
」
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す

の
が
日
課
で
す
。
私
の
ま
わ
り
で
は
、
医

師
会
の
先
生
方
や
、
定
期
的
に
診
察
に
見

え
る
90
代
の
患
者
さ
ん
も
実
践
し
て
い
て
、

皆
さ
ん
と
て
も
お
元
気
で
す
。
適
度
に
体

を
動
か
す
こ
と
で
全
身
の
血
行
が
良
く
な

り
ま
す
し
、
朝
起
き
た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開

け
て
太
陽
の
光
を
浴
び
体
内
時
計
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
し
て

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
て
一
日
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
習
慣
に

な
る
と
夜
は
自
然
と
眠
く
な
り
、
だ
ん
だ

ん
体
内
リ
ズ
ム
が
整
っ
て
き
ま
す
。」

登録医紹介

小谷医院
［長野市上松］

●内科・循環器
内科

こ たに い いん

長野市民病院 レストラン「クロスカフェ」 

人間ドック受診者のみ 1日限定30食！
長野市民病院 人間ドックでは、受診いただいた方により健康志向を高めていただこうと、

人間ドックランチメニューに「四季折々弁当」を新たにご用意いたしました。
病院管理栄養士監修による抜群の栄養バランスはもちろんのこと、旬の素材をふんだんに使用し、

季節に合わせた彩り豊かな盛り合わせで、発売以来大変ご好評をいただいております。是非一度お試しください。

塩分過多は胃がんの危険因子であるほか、高血圧症の原因でもあるとされています。長野県は長寿日本一ですが、健康寿命で
はそうではありません。減塩、バランスのとれた食事、運動で健康長寿を目指しましょう。

四季折々弁当は全部食べても700ｋcal。低カロリーなだ
けではなく、三大栄養素である炭水化物・たんぱく質・脂質
の割合が理想的なエネルギー比率になっています。何をど
れくらい食べたらいいのか？　ご自宅での食生活の参考に
もなると思います。

低カロリーなだけじゃない！
抜群のエネルギー比率

Point 1

しっかり塩分ケア！
１食あたりたったの2.5ｇ

Point 2

炭水化物
55～60%たんぱく質

15～20%

脂　質
20～25%

●三大栄養素の黄金
　エネルギー比率

●長野県民の食塩の摂取状況（20歳以上）

男  性

12.4 11.6 10.4 9.8

女  性
【出典：長野県健康福祉部 平成22年度県民健康・栄養調査結果】

（カロリー換算比）

長野県
15
ｇ

10

5

0

全　国

※メニューは変更になる場合がございます。

「
四
季
折
々
弁
当
」

発
売
。

し

　
　き

　
　
　おり

　
　お
り

卍
善光寺

アメリカン
ドラッグ
●

●
城山
動物園

SBC通り

信越
本線

長電
長野
線

上松

田町

吉田３丁目

小谷医院

北
長
野

●長野女子
　短大

●マツヤ

●ヤマダ電機

馬島 園子
ましま・そのこ
長野市民病院　栄養科長
管理栄養士

日本の成人男性の一日における塩分摂取目標値は
9ｇ※。その1/3以下の2.5ｇに抑えています。普段濃い味
に慣れている方には少し物足りなく感じるかもしれません
が、それは塩分過多傾向のサインです。この機会にご自分
の塩分摂取量を見直されてみてはいかがでしょうか？
※脳血管疾患、循環器系疾患をお持ちの方の目標値は6ｇです。

鮪の山かけ ～地物とろろ芋使用～
季節のフルーツ
野菜サラダ
味噌汁

きのこと鰆の焼き南蛮
信州ハーブ鶏のおろし蒸し
御　飯
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炭水化物
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脂　質
20～25%

●三大栄養素の黄金
　エネルギー比率

●長野県民の食塩の摂取状況（20歳以上）

男  性

12.4 11.6 10.4 9.8

女  性
【出典：長野県健康福祉部 平成22年度県民健康・栄養調査結果】
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ご意見

VOICEみなさまの声
長野市民病院では、外来・入院の患者さま、お見舞いなどでご来
院になった方から病院に関するさまざまなご意見、ご要望をいただ
いております。一部ではありますが、定期的にこの広報誌の中で
ご紹介し、お応えしていきたいと思います。

〈入院患者さま〉
入院にあたり、大部屋に入るのであれば
最低限のマナー（特に携帯電話、テレビ
の音）を守るように看護師より教育して欲
しいです。

看護師の配慮が足りず、療養中の患者さまに不快な思いをさせてしま
い、大変申し訳ありませんでした。
入院中の患者さまには、同室の患者さまのご迷惑にならないような行動
をしていただくように声がけをいたします。また、看護師長および看護師
には、常に入院されている患者さまに気配りすることを改めて指導いた
しました。
今後も引き続き、患者さまが快適に療養生活を送っていただけるような
対応をしてまいります。 （看護部長）

【寄　付】
森雄吉 様、林五郎 様、山岸繁二 様、株式会社本久 
様、櫛引知恵子 様、宮澤澄子 様、宮下文一 様、ブ
ルーベル 様、公益財団法人生命保険ファイナンシャ
ルアドバイザー協会長野県協会 様

その他、多くの皆さまよりご寄付を頂戴しています。

【ギャラリー展示】
シャンブルクレール 様、長野県カルチャーセンターパ
ステル画教室 様、日本野鳥の会長野県支部 様、長
野県カルチャーセンター 水彩画講座 様、炭平カル
チャーセンター写真教室 様、市之瀬正夫 様、長野県
カルチャーセンター「たのしい写真教室」 様、長野写
友会 様、環境省 長野自然環境事務所 様、フォトサー
クル遊 様、池田正 様、根岸千代 様、小林俊雄 様

【ボランティア】
はづきの会 様、古里小学校合唱部 様、柳原小学校
合唱部 様、東北中学校吹奏楽部 様、松下笑一 様
（吉本興業）、田中英二 様、アンサンブル季の音 様、
社団法人長野シルバー人材センター 様、Peace Dog 
様、災害救助犬十日町 様、三信工業株式会社 様、
株式会社アースワーク 様

【その他】
轟千秋 様

採用情報長野市民病院

職　種 応募条件など 募集人員

詳細は当院ホームページをご覧ください。
ご不明な点は右記連絡先にお問い合わせください。

長野市民病院
総務人事課 採用担当宛

E-mail:career@hospital.nagano.nagano.jp

〒381-8551
長野市富竹1333番地1

TEL.0120-511-990求人専用ダイヤル

 http://www.hospital.nagano.nagano.jp/長野市民病院

看護師

正規職員／急募！！がん薬物療法専門医、肝臓
専門医、脳卒中に興味がある医師（脳神経外科・
神経内科）、血液内科医、消化器内科医、病理診
断医、健診医、総合診療医、救急科医、麻酔科
医、後期研修医（各科） 他。
※詳細はホームページをご覧ください。

正規職員／有資格者（交代制勤務ができる方。
手術室希望者歓迎）。
非正規職員／①19時から23時の急病センター
勤務②ケアマネジャー有資格者（日勤）

各 1名

数　名

数　名

正規職員／急募！！薬剤部門のマネジメントができる
方。（概ね300床以上急性期病院での勤務経験要）。 
非正規職員／急募！！有資格者。8：30～17：15
（休憩45分）。または4～6時間程度の勤務可能な方。

【急募 !!】
薬剤師

看護学生向け病院見学説明会開催 ●6/7（土）
当院ホームページからエントリーできます。

【急募 !!】
医師
後期研修医

1 名正規職員／有資格者。（医学物理士有資格者
歓迎）。診療放射線技師

若干名非正規職員／詳細は下記担当者までお問い合
わせください。事務職員

４月24日時点。採用者決定次第、募集を終了する職種がございます。
詳細は下記担当者までお問い合わせください。
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お問い合わせ：長野市民病院  企画財務課  TEL.026-295-1199

5.24
2014

9：30～15：00
土

14：00～15：00／特別講演会 上村愛子＆三四六 トークショー

タレント 三四六
さん 元モーグル日本代表 上村愛子さん

場所／長野市民病院

第21回  市民健康講座 テーマ「口腔ケアと治療」
10：30～12：00／「口腔がんの診断と治療戦略 ～治療後のQOLを高めるために～」

歯科・歯科口腔外科科長 歯科医師  酒井 洋徳
12：30～13：15／「周術期の口腔ケア ～より快適ながん治療を受けていただくために～」

歯科・歯科口腔外科主任 歯科衛生士  宮澤 浩恵

がん個別相談

愉快な道化師 ごろうまるの
コメディーパフォーマンスショー！

がんすまいるサロン
お食事
展　示
フリーマーケット

災害救助犬デモンストレーション
セラピードッグとのふれあい

ふれ愛デー開催。第8 回
病院祭

各種体験
ギプス・車いす体験／腹腔鏡手術体験／手洗い体験
薬剤分包体験／家庭でできる傷ケア／笑いヨガ体験

各種イベント
骨密度測定（先着）・脂肪肝の検査／AED【自動体外式除細動器】体験／施設見学ツアー／転倒予防教室
あそび☆スクエアin市民病院（野外フアフア、ミニSL、コスプレ写真、おはなしひろば、皿回し体験など）／東北中学校吹奏楽部音楽祭

入場無料・申込不要
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長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　☆：午後のみ　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　★：第 3週のみ　◇：第1週休診　

△：10時から診療　※：第１・３・５週　内山 俊哉医師、第２・４週　脳外科医師（交替制）

平井一也（呼吸器）　吉池文明（呼吸器）
池田麻里子（呼吸器） 赤羽順平（呼吸器）

丸山隆久（循環器）
笠井俊夫（循環器）
神吉雄一（循環器）
町田圭介（循環器）

西井　裕（糖尿病・内分泌代謝疾患）
春日広一（糖尿病・内分泌代謝疾患）
伊藤　大（内分泌代謝疾患）
北原順一郎（内分泌代謝疾患）

掛川哲司（腎臓）
大學愛子（腎臓）

長谷部修（消化器・内視鏡）
原　悦雄（消化器・内視鏡）
越知泰英（消化器・内視鏡）
岩谷勇吾（消化器・内視鏡）
多田井敏治（消化器・内視鏡）
渡邉貴之（消化器・内視鏡）
山﨑智生（消化器・内視鏡）

宗像康博（消化器・食道・胃・大腸）
林　　賢（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
関　仁誌（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
高田　学（消化器）
佐近雅宏（消化器）
林原香織（外科）
町田水穂（外科）
成本壮一（外科・肝臓）
松村美穂（外科）
岡田正夫（外科）
大越　猛（外科）

松田　智（上肢・末梢神経）
南澤育雄（骨折・リウマチ性疾患・股膝関節）
中村　功（脊椎）
山田誠司（関節疾患）
藤澤多佳子（リウマチ）
新井秀希（骨・軟部腫瘍）
藍葉宗一郎（整形外科）

滝　建志（形成外科）
星野夕紀（形成外科）

村田　浩（皮膚悪性腫瘍）

竹前紀樹（脳腫瘍・脳血管障害・頭痛・三叉神経痛）
草野義和（脳血管障害・脳血管内手術・脳腫瘍）
兒玉邦彦（脳神経外科）
内山俊哉（脳神経外科）

加藤晴朗（悪性腫瘍手術・尿道・尿路再建術）
飯島和芳（悪性腫瘍・腹腔鏡手術）
小口智彦（泌尿器科一般・神経因性膀胱）
下島雄治（泌尿器科一般）
山岸　梓（泌尿器科一般）

村田　　浩

風間　淳（眼科）

野村　康（耳鼻いんこう科）
大塚明弘（耳鼻いんこう科）

酒井洋徳（口腔外科）
櫻井伸一（口腔外科）
横井　啓（口腔外科）
山本寛二（神経内科）
田澤浩一（神経内科）
中川道隆（神経内科）

森　　篤（悪性腫瘍）
飯高雅夫（婦人科）
西澤千津恵（不妊症）
山本さやか（婦人科）

坂口　治（救急科）　新谷りよう介（救急科）
森幸太郎（救急科）  片山延哉（救急科）

大道雅英（緩和ケア）

西村秀紀（呼吸器・乳腺・甲状腺）
小沢恵介（呼吸器・乳腺）
有村隆明（呼吸器・乳腺）
小林宣隆（呼吸器・乳腺）

橋田　巌（放射線治療）
酒井克也（放射線治療）
今井　迅（画像診断・ＩＶＲ）
渡邊智治（放射線診断）
岡島幸紀（放射線診断）

村田　　浩

坂口　　治 坂口　　治 新谷りよう介 坂口　　治 坂口　　治

◎大道　雅英 ◎☆大道　雅英 ◎☆大道　雅英

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○林原　香織

　高田　　学

－　　　

－　　　

○岡田　正夫

○成本　壮一

－　　　

－　　　

宗像　康博

○佐近　雅宏

－　　　

－　　　

○町田　水穂

◆宗像　康博

林　　　賢

－　　　

○松村　美穂

関　　仁誌

大越　　猛

－　　　

平井　一也
○吉池　文明

池田麻里子
○赤羽　順平

○平井　一也
－　　　

吉池　文明
赤羽　順平

○池田麻里子
－　　　

神吉　雄一
－　　　
－　　　

○西井　　裕
☆伊藤　　大
◇☆北原順一郎

☆春日　広一
－　　　
－　　　

西井　　裕
○伊藤　　大

－　　　

○春日　広一
○☆北原順一郎

－　　　

☆西井　　裕
－　　　
－　　　

○丸山　隆久
－　　　
－　　　

掛川　哲司
☆大學　愛子

○掛川　哲司
－　　　

○大學　愛子
－　　　

丸山　隆久
○笠井　俊夫
○☆町田　圭介

笠井　俊夫
○神吉　雄一

－　　　

○原　　悦雄
越知　泰英
○岩谷　勇吾
☆多田井敏治

渡邉　貴之
○山﨑　智生
小松　通治
－　　　

○長谷部　修
○越知　泰英

－　　　
－　　　

☆稲田　浩之
★宮林　千春
岩谷　勇吾
○多田井敏治

長谷部　修
原　　悦雄
○渡邉　貴之
☆山﨑　智生

○小林　宣隆

○小沢　恵介

○有村　隆明

西村　秀紀

○有村　隆明

○西村　秀紀

○西村　秀紀

交替制　　

○小沢　恵介

小林　宣隆

○藤澤多佳子
○中村　　功
○☆山田　誠司
松田　　智
南澤　育雄

加藤　晴朗
山岸　　梓
－　　　

加藤　晴朗
飯島　和芳
－　　　

飯島　和芳
山岸　　梓
－　　　

小口　智彦
下島　雄治
－　　　

小口　智彦
下島　雄治
◆加藤　晴朗

○滝　　建志
星野　夕紀

風間　　淳
－　　　

野村　　康
大塚　明弘

○酒井　洋徳
櫻井　伸一
山本　寛二
○中川　道隆

○西澤千津恵
佐近　普子
－　　　

森　　　篤
西澤千津恵
○山本さやか

飯高　雅夫
○佐近　普子

－　　　

森　　　篤
○飯高　雅夫
☆山本さやか

田澤　浩一
○中川　道隆

○山本　寛二
中川　道隆

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○横井　　啓
○☆酒井　洋徳

○酒井　洋徳
横井　　啓

○櫻井　伸一
☆酒井　洋徳

○櫻井　伸一
横井　　啓

野村　　康
大塚　明弘

酒井　克也 ○橋田　　巌 酒井　克也 休診

休診

休診

休診休診 休診

休診

休診

橋田　　巌

野村　　康
大塚　明弘

野村　　康
－　　　

大塚　明弘
－　　　

休診
休診

○森　　　篤
－　　　
－　　　

休診 休診 加藤　修明
休診

休診

風間　　淳
中村さち子

風間　　淳
黒川　　徹

風間　　淳
－　　　

風間　　淳
－　　　

○草野　義和
内山　俊哉

○草野　義和
竹前　紀樹

※○内山／脳外科
兒玉　邦彦

兒玉　邦彦
草野　義和
○脳外科医師

滝　　建志
○星野　夕紀

○滝　　建志
星野　夕紀

星野　夕紀
○滝　　建志

滝　　建志
○星野　夕紀

○新井　秀希
▲松田　　智
▲南澤　育雄

－　　　
－　　　

☆◆藍葉宗一郎
中村　　功
山田　誠司

○藤澤多佳子
○南澤　育雄

新井　秀希
○山田　誠司
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

－　　　

新井　秀希
藍葉宗一郎
○松田　　智
○藤澤多佳子

－　　　

住　　昌彦

診療科 月 火 水 木 金 専　門（常勤医）

血 液 内 科
青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
浅岡麻里（小児科一般）
内海雅史（小児科一般）
森田舞子（小児科一般）

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内分泌・代謝内科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

膠 原 病 外 来
救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こう 科

歯科・歯科口腔外科

外 科
消 化 器 外 科

脳 神 経 外 科
（脳血管内治療科）

放 射 線 治 療 科
放 射 線 診 断 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

○脳外科医師
（交替制につき、担当
日についてはお問い
合せ下さい。）

第２外来

第２外来

第２外来

第２外来
第２外来

長野市民病院
救急センター

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

8:30～17:30 担当医

お問い合わせ 地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院 ／病院機能評価認定病院／認定臨床研修病院／二次救急病院
〒381-8551 長野市富竹1333番地1

TEL.026-295-1291
http://www.hospital.nagano.nagano.jp/バックナンバーは当院ホームページでもご覧いただけます。

（19：00～翌6：00）長野市民病院・医師会 急病センター

公益財団法人
長野市保健医療公社

■発行人 ： 竹前紀樹    ■編　集 ： 長野市民病院広報委員会
たけまえ としき

長野市民病院 FAX.026-295-1148TEL.026-295-1199
長野市民病院

外来診療担当表は、４月１5日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～17：00）

内

　
　
　
　科

第57回 知っておきたい医療の知識

全身にも影響する
歯周病を予防しましょう。

がん治療とともに続く“ケア”

リンパ浮腫外来。

登録医紹介

小谷医院［長野市上松］

森田　舞子
浅岡　麻里
－　　　

内海　雅史
浅岡　麻里
－　　　

森田　舞子
青沼架佐賜
－　　　

内海　雅史
森田　舞子
－　　　

浅岡　麻里
青沼架佐賜
△内海　雅史

長野市民病院広報誌 2014年4月発行

医療法人 宮沢医院にて
写真左）宮沢医院 院長 長野市医師会長 宮澤 政彦 先生
写真右）長野市民病院 副院長 地域医療連携室長 長谷部 修

58
Vol.

ち　　　 い   き       か   ん       け   つ      が   た

「地域完結型」へ。
みんなで支え合うということ。

みんなで支え合うということ。
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